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③過去の火山活動による分類 

火山噴火予知連絡会による、過去の火山活動に基づく活火山の分類（ランク分け）では、

浅間山はランクＡ（100 年活動度または１万年活動度が特に高い活火山）に属している。 

出典：気象庁報道発表資料 

「火山噴火予知連絡会による活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）につい

て」 

http://www.jma.go.jp/jma/press/0301/21a/yochiren.pdf 

 

④監視・観測体制の充実等の必要がある火山 

火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会において、中長期的に噴火等が発生する可能性

の検討をもとに災害軽減のために監視を強化すべき火山の選定が行われた。 

浅間山は、「近年、噴火活動を繰り返している火山」とされている。 

出典：気象庁報道発表資料 

「火山噴火予知連絡会火山活動評価検討会（中間報告） 

－監視・観測体制の充実等の必要がある火山の選定について－」（平成 21 年 2 月 18 日） 

http://www.jma.go.jp/jma/press/0902/18a/yochiren090218-3.pdf 
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《浅間山火山防災マップ策定ＷＧ》 

・ 浅間山火山防災対策連絡会議内に、平成 18 年 11 月 21 日に開催された第 3 回浅間山

火山防災対策連絡会議において、専門部会として浅間山火山防災マップ策定ＷＧの設

置を決定。 

・ ＷＧは、気象庁の作成する「浅間山火山噴火シナリオ」や新たな知見を反映した火山

噴火現象の危険予想区域図（火山ハザードマップ）を基本情報として、住民が必要と

する避難施設、避難経路、避難情報の入手方法等をわかりやすくまとめた防災マップ

を作成するために、関係者が協議・調整等を行うことを目的としている。 

・ また、これとは別にハザードマップ検討委員会があり、科学的見地に基づいた検討を

並行して進めている。 

 

②噴火警戒レベルの導入 

・ 「噴火警戒レベル１～３に対応する申し合わせ書」が平成 19 年 11 月に作成され、

その中では、主に噴火警戒レベル１～３に対応する防災対応が決定された。 

・ この申し合わせ書をもとに、噴火警戒レベル１～３に対応する「浅間山火山防災マ

ップ」が作成された。 

 

【内容については下記を参照】 

気象庁ホームページ「浅間山の噴火警戒レベル」 

http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/STOCK/level/Asamayama.pdf 

 

③火山災害に関する地域防災計画の現状と課題 

・ 噴火警戒レベル１～３に対応する申し合わせ書の結果については現段階では、御代

田町（長野県）以外では地域防災計画に反映されていない。 

・ また、平成 21 年 7月 2日の浅間山火山防災対策連絡会議において、平成 21 年度か

らはレベル４，５に対応した火山防災マップの検討を進めることが示され、レベル

４，５における関係機関の防災対応を明記した申し合わせ書の作成に向けた検討に

取り掛かることとなっている。 

・ 今後、より具体的な計画の策定が望まれる事項は以下のとおりである。 

‐火砕流・泥流等の到達範囲を踏まえた町村字界を用いた避難区域の設定等、レ

ベル４，５における具体的な避難計画等について 
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④火山防災マップの作成 

・ 浅間山では、平成７年３月に火山防災啓発活動の一環として、浅間山ハザードマップ

検討委員会（学識者、地元の代表、群馬・長野両県の防災関係者、関係６市町村長及

び国土交通省）による『浅間山火山防災マップ』が公表された。このマップは、平成

15 年に改訂されている。 

・ その後、「噴火警戒レベル 1〜3 に対応する申し合わせ」をもとに、噴火警戒レベル 1

〜3に対応する「浅間山火山防災マップ」が平成 21 年度に作成された。 

 

 

浅間山火山防災マップ（レベル 1～3 のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省利根川水系砂防事務所ホームページ               

（表面）http://www.ktr.mlit.go.jp/tonesui/bousai/hazard/2009omote.pdf 

（裏面）http://www.ktr.mlit.go.jp/tonesui/bousai/hazard/2009ura.pdf  
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⑤融雪型火山泥流に対する避難に係る取組 

・ 平成 21 年 7 月 2日の浅間山火山防災対策連絡会議で、内閣府(地震・火山・大規模水

害対策担当)が同会議の委員・幹事に加わること等が了承された。 

・ 以降のＷＧからは、ＷＧの開催に先立ち、ＷＧで提示する資料に係る検討のため、群

馬・長野両県、内閣府、気象庁、利根川水系砂防事務所、砂防・地すべり技術センタ

ーの各担当者による事前の打合せ会議が毎回開催されている。 

・ 浅間山火山防災マップ策定ＷＧ（次回第 17 回 H22.3.17 開催予定)では、現在、融雪

型火山泥流における噴火警戒レベル 4，5 に対する対応を検討中である。これまでの

取組として、浅間山が本格的な積雪期に入る前の H21.12.22 の浅間山火山防災対策連

絡会議において、「融雪型火山泥流における噴火警戒レベル 4，5に対する対応」を含

む「浅間山の融雪型火山泥流における防災対応の基本方針」が了承されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








